
浜田市PR大使の山崎ていじさんの新曲「二人で夢

さがし」のカップリング曲に「浜田ふるさと祭

唄」が収録されており、とてもにぎわいがありま

す。YouTubeでは石見神楽など浜田のPR映像もた

くさん出てきますが、振

り付けに合わせて踊るこ

とで、とても元気になれ

るような気がします。

(西田清久）

はまだ議会だよりmini

みなさんの暮らしとつながっています。 29
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滋賀県蒲生郡日野町で850年続く日野祭に伺

いました。それぞれ各地域で大切にされてい

る曳山16基が祭りに花を添えていました。

浜田市と日野町は、浜田

藩初代藩主、古田重治公

の生まれ故郷とのことで

ご縁をいただき招待され

ました。歴史がつなぐ地

域交流も大切にしていき

たいですね。

浜田市議会はS D G s を推進しています。

議長
日誌

5/3 日野祭観覧会

“♪浜田ふるさと祭唄♪”

鳥取市、岡山市の施設を視察
所管事務調査（取組課題）である「道の駅の指定

管理の在り方について」の参考とするため、鳥取

市が設置している「道の駅西いなば気楽里（きら

り）」を４月25日に視察しました。この施設は、

令和元年５月に鳥取西道路が開通することに併せ

て開業し、施設設立の初期から地域密着・公民連

携を生かした運営がなされ、「道の駅」を地域の

まちづくり・観光の拠点として据え、地域総力で

支えてこられたことが伺えました。翌26日には、

三桜酒造跡地の活用において酒蔵機能保存の可能

性などについて研究のために、岡山市が管理する

浜田市の医療統括監である弥栄診療所の佐藤誠先

生をお迎えし、総合診療医から見た浜田市の医療

の現場とこれからについてお話を伺いながら意見

交換を行いました。2018年度に始まった新たな専

門医制度で位置付けられた総合診療医。分野にこ

だわらない診療医としてニーズが高まっています。

浜田市においても少ない医師で医療提供するため

に幅広い知識で診られる医師、つまり総合診療医

が必要で、その育成が重要との指摘をいただきま

した。時代はキュア（治すこと）からケア（癒す

こと）へ。高齢化に伴い、診療所で待っている時

代から出ていく時代へとも。当委員会では引き続

き「地域医療体制の強化」について調査研究を進

めていきます。（福祉環境委員会）

浜田市の医療統括監と意見交換

「かながわSAKAGURA」

を選定し調査を行いま

した。リニューアルに

より、外観は酒蔵当時

の様子が薄れたように

感じましたが、屋内の構造、特に天井部分に見受

けられる屋根組（梁材）は、伝統的構築物の趣を

醸し出し、観光施設としての存在感がありました。

このたびの現地調査を踏まえ、取組課題において、

今後も調査を継続してまいります。

（産業建設委員会）


